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ユビキタスエコノミー＆ソサイエティー１
－イノベーション・IT等による地域活性化－
配布資料

2006.10.6(金)11:00～13:00 幕張メッセＣＥＡＴＥＣ会場
本日の式次第       

１１：００～１１：１０：オープニングリマークス
　   早稲田大学アジア太平洋研究科教授／日本ベンチャー学会理事イノベーション研究部会長 吉川 智教 氏)

１１：１０～１１：３０：基調講演： 
　   法政大学学事顧問／前総長／名誉教授、日本ベンチャー学会前会長 清成 忠男 氏
１１：３０～１３：００：パネルディスカッション

     清成 忠男 氏

　   立命館アジア太平洋大学 教授 福谷 正信 氏 

     京都学園大学 経営学部 教授 大石 友子 氏

     静岡県立大学経営情報学部経営情報学科講師／日本ベンチャ-学会イノベ-ション研究部会幹事 森 勇治 氏

　　                  

モデレーター／司会：情報通信ネットワーク産業協会 第二企画部長

  　                ／日本ベンチャー学会イノベーション研究部会代表世話人兼幹事 中原 新太郎

主催：CEATEC JAPAN事務局、

　　　日本ベンチャー学会イノベーション研究部会

協賛：IEEE EMS (Engineering Management Society) Japan Chapter
講師略歴

清成 忠男 氏

　ベンチャービジネス研究の第一人者として知られる。 

　1933年 東京生まれ 1950年 東京大学経済学部卒業 

　1973年 法政大学　経営学部教授

　1996年6月～2005年3月 法政大学　総長・理事長

　　 日本ベンチャー学会発足と同時に会長就任

  2005年4月より現職 (法政大学　学事顧問、日本ベンチャー学会　特別顧問)、

　   地域科学技術施策推進委員会（文部科学省）副座長

吉川 智教 氏

  地域開発・イノベーションの専門家として知られる。

  早稲田大学 理工学部 数学科 卒、一橋大学博士課程了

  世界銀行経済開発研究所客員研究員、 スタンフォード大学ビジネススクール客員研究員、

　横浜市立大学 商学部 教授 等を歴任、
　　 日本ベンチャー学会発足と同時に理事、イノベーション研究部会長就任

　2003年4月より現職 (早稲田大学アジア太平洋研究センター 教授)

　  ブリティッシュコロンビア大学客員教授、 日本ベンチャー学会理事、国際開発センター研究顧問

福谷 正信 氏

  1971年 3月  東京理科大学工学部経営工学科  卒業。

  1973年 3月  慶應義塾大学大学院商学研究科修士課程  修了（産業関係論  専攻）。

  1973年 4月 (財)社会経済生産性本部（旧 日本生産性本部）労働部課長、生産性研究所主任研究員など。

  2001年4月より現職（立命館アジア太平洋大学 教授）

著書等「Ｒ＆Ｄ人材マネジメント」泉文堂、

  共編著「21世紀の評価制度」社会経済生産性本部、

  共著「わが国ベンチャー企業の経営課題」社会経済生産性本部、他
大石 友子 氏 

　女性の起業支援の第一人者

　京都学園大学経営学部教授、株式会社千趣会　社外取締役、女性と仕事研究所理事

　早稲田大学第一文学部卒業。慶應義塾大学大学院経営管理科履修。

　財団法人横浜市女性協会、労働省財団法人女性労働協会において、

　キャリア開発および起業支援に携わった後、2001年より現職。

　著書「女性の働き方ガイドブック」経済産業調査会、

    　「キャリア・コンサルタント入門」東京リーガルマインド、

　    「事業構想と経営」嵯峨野書院、「私にできる幸せマネジメント」日本実業出版社他

森　勇治 氏

　ベンチャー企業のファイナンス行動の気鋭の専門家、 最近は北欧の事例も研究。

  1989年 日本大学経済学部経済学科卒業

  1997年 横浜市立大学大学院経営学研究科 博士後期課程単位取得退学

  1997年 静岡県立大学経営情報学部助手

  1999年 静岡県立大学経営情報学部学内講師

  2002年4月より現職(静岡県立大学経営情報学部　講師)

　 　     日本ベンチャー学会 イノベーション研究部会幹事

中原 新太郎

 MOT、IT並びに、IT・デザイン等の複数の手法を駆使した地域活性化の専門家として知られる。

 1985年上智大学理工学部電気電子工学科卒後、三菱電機(株)入社。 

 2000年　同社 関西支社 ＮＴＴ部 企画グループマネージャー

 2002年 同社 ＮＴＴ事業部 計画部 企画課長

  2005年1月より現職(情報通信ネットワーク産業協会 第二企画部長)

   ＫＡＮＳＡＩ＠ＣＡＮフォーラム運営委員、日本ベンチャー学会 イノベーション研究部会代表世話人兼幹事

   映像情報メディア学会マルチメディア・アントレプレナー・エンジニアリング研究会運営委員

   社団法人神奈川県経営管理センター参事

   2001年 2月～2003年3月 関西ベンチャー学会理事、他 大学非常勤講師多数
○日本ベンチャー学会：設立１９９７年１１月１８日

〒１６９－００７２　東京都新宿区大久保３－１４－９　早稲田大学シルマンホール９階　９０２号

TEL/FAX：０３－５２８６－１７２２　jasve@venture-ac.ne.jp
特別顧問：清成　忠男　法政大学　学事顧問・名誉教授

会長：松田　修一　早稲田大学大学院　教授

副会長

伊藤　邦雄　一橋大学大学院副学長　奥村　昭博　慶應義塾大学大学院教授

金井　一賴　大阪大学大学院教授　　志太　勤　 (社)日本ニュービジネス協議会連合会/シダックス(株) 会長

山川　烈　　九州工業大学大学院教授

本学会は、ベンチャー企業および一般企業における企業家活動等について理論・実証・実践に関する研究を行うとともに、産学協同の推進および企業家活動の支援に寄与することを目的とします。

○日本ベンチャー学会イノベーション研究部会

部会長：早稲田大学アジア太平洋研究センター 教授 吉川 智教氏 

経歴等前述
代表世話人 兼 幹事：情報通信ネットワーク産業協会 第二企画部長 中原 新太郎 

経歴等前述
幹事：横浜市環境保全局部次長 金子 延康 氏 

幹事：静岡県立大学 経営情報学部 講師 森 勇治 氏 

経歴等前述
幹事：浜銀総合研究所 研究開発部副部長 主任研究員 大島 昭浩 氏 

一橋大学卒業、横浜銀行勤務を経て現在に至る。 

研究テーマは、地域産業開発、都市開発計画、バイオベンチャーの研究等 

概要 

　数多くの成功している研究開発型ベンチャー企業の注目すべき重要 な共通点は、連続的に新製品開発に成功
している点です。成功に導く新製品開発のプロセスをよく分析すると研究分野、技術分野を越えて共通した幾つかのマネジメントの原理が見られます。一部は大企業にも共通した点があります。研究開発や新製品開発のマネジメントを変えると研究成果も変化するのです。研究開発、新製品開発は、科学や技術のイシューであると同時に、経済学や経営学のイシューでもあります。以上のような趣旨により、当研究部会は発足致しました。 

◆活動内容：年2回のシンポジウムと数回の月例会を軸にイノベーションに関する研究、並びに

 情報発信を推進。各会合はIEEE EM-S、関西ベンチャー学会、大学等、他団体と連携、相乗効果と学会PRを図っている。意見交換・案内にはメーリングリスト(ML)を活用。部会WEBサイトは月間2万ヒット。

◆２００６年度活動報告
１．シンポジウム

2005.9.30：ベンチャー・中小企業のMOT教育：日本工業大学

2006.3.23：地域経済活性化のためのイノベーション：立命館アジア太平洋大学

2006.10.6：イノベーション・IT等による地域活性化：幕張メッセ(CEATEC会場)

２．月例会(共催、後援含む)

2005.10.21：立命館アジア太平洋大学教授 難波 正憲 氏

「中国先進電機機器メーカの急成長の背景と技術導入・開発」
2005.10.24：に・よん・なな・みゅーじっく代表取締役 丸山 茂雄 氏「音楽業界とＩＴ」

2005.11.25：樹研工業 代表取締役社長 松浦 元男 氏「活力ある日本の中堅企業」

2006. 5.26：ＹＯＺＡＮ 代表取締役社長 CEO 高取 直 氏 「ＹＯＺＡＮの事業戦略」

2006. 6. 9：地域自立ソフトウェア連携機構 理事長 鳥飼 将迪 氏「セキュリティシステムの動向」

2005. 7.14：nci社長「末期ガンになったIT社長からの手紙」著者「藤田憲一氏が語るITと私」

2006. 7.28：関西ベンチャー学会副会長 今田 哲 氏 「伝統資源とイノベーション」

2006. 9.8：アイさぽーと取締役 松本 毅 氏「最新デジタルものづくり人材育成とＭＯＴ」
